
２０１７年　８月号

～　viva! 運営委員会一同　～

　この活動報告が皆さまのお手元に届くのは８月の中旬から下旬の予定です。

　自分が子どもだった頃を思い出すと、夏休みの残り日数がカウントダウンに入る８月後半は、宿題の残

量を見て愕然とする地獄の数日間でした ( 笑 )

　もしあの頃の僕と同じように、愕然とされているお子さんが家にいらっしゃったら、ぜひ「残りの宿題

量を数字化したもの」を書いて、宿題カフェに持って来るように促してください（8/14、8/15 はお盆休

みをいただいていますが、それ以外の平日は通常通り 15～ 19 時でオープンしています）

　「宿題量を数字化する」というのは、例えばこんな感じです。

・生活表 1枚・夏休みの友 44ページ・算数プリント 5枚・漢字プリント 5枚

・絵日記 3枚・読書感想文 3枚・自由研究？

　これを基に、「夏休みはあと何日だから、１日これだけやらないと！」と僕たちと一緒に計画を立て、

その計画をできる限り完遂するように見守らせていただきます。（もちろん宿題カフェも少ない先生で何十

人というお子さんを見守るので、「完璧に遂行させる」ができるかはわかりませんが、「宿題を終わらせる

場所」が宿題カフェですので頑張ります！）

　でもこれって、ご家庭でやると案外難しいんですよね（＾＾）

　小学生はまだなかなか自分で計画を完璧に遂行できませんから、「計画通り出来た日は褒める」「できて

いなければやらせる」という親の「見守り」が大事なのですが、「２、３日見守りを

忘れてしまって、４日目にチェックしたら全然進んでなくてキレ

てしまう」なんてことがよく起こります（＾ ；^）

　これが親子にとって一番残念なパターンなので！

　そんなことにならないための宿題カフェ、

　夏休みこそご利用ください！

夏休みの宿題は計画的に♪

INFORMATION

持続可能なサードプレイスにしていくために、今月から「月額サポーター」を
募集することになりました。
サポーターになるかどうかはさておき、下記サイトだけでもご覧ください！
https://congrant.com/project/viva/127　　QRコードはこちら➡

月額サポーター募集のお知らせ

はじめました

まだ大した情報は発信してませんが、「忘れ物情報」や「イベントのご案内」などの情報を発信して
いきたいと思っております。
個人的に「ウチの子まだいますか？」「何時までに帰って来いと伝えてもらえませんか？」などのやり
取りも（繋がっていただければ）出来るようになりますので便利です！
ぜひご登録ください！
登録方法　　①　ID検索で『@ddo9185p』を検索
　　　　　　②　右記のQRコードをスマホで読み取り

放課後スペース viva ！から LINE@登録のお願い

QRコード



「放課後スペース viva!」では「楽しく！学べる！」をコンセプトに毎月さまざまなイベント
を開催しています！
７月開催のイベントは「キラキラ不思議なおりがみで楽しく学ぼう色々なカタチ」
今回使用する「からふぃるおりがみ」の生みの親、LEGARE株式会社の山口しゃちょーとゲストハウス木雲オーナーのモジャ博士
こと森川さんにご協力いただき、おりがみワークを楽しみました！
　　　　　　　　　　　まずは、山口しゃちょーからおりがみの特徴を子どもたちにご説明頂きました。
　　　　　　　　　　　市販の折り紙は、人体に有害な着色料が使用されている商品もあり、小さい子どもさんが口に入れると危険なもの
　　　　　　　　　　　もあるそうです。
　　　　　　　　　　　特に水に濡れるとジワーッと色がにじんでしまうものは要注意だそう。
　　　　　　　　　　　からふぃるおりがみは、食品衛生法の基準を満たしていて万が一子どもさんが口に入れた場合でも無害だそうです！

そのからふぃるおりがみを使ったワークを担当してくれたのがゲストハウス木雲オーナーの
モジャ博士こと森川さん！
自己紹介もそこそこに、さっそくおりがみワークがスタート！！
正多角形を作るワークをして頂きました！！
どのように折って、どのようにカットしたら正多角形を作る事ができるのか！？
 みんなよーくモジャ博士の説明を聞いて上手に折っていました
コンパスを使っても書けない正多角形も、おりがみでなら作れちゃうんです！！と、熱く語るモジャ博士！
実は、モジャ博士は高校で幾何学を専攻していてその分野の目線から、おりがみの楽しみ方を伝える博士なん
です！
そんなモジャ博士の指導のもと、たくさんの正多角形ができ、それを使ってたくさんの作品を製作しました！
最後に山口しゃちょーさんから、おりがみは日本の文化であること
そして、その文化がからふぃるおりがみという商品となり、いま世界を飛び回っていることなどのお話があり
ました。
 参加者の子どもたちにはどんなイメージが見えたでしょうか？
今回のイベントを通じて、一人でも多くの子どもたちが、おりがみや図形の性質に興味を持ってくれたら嬉しいなぁと思う大人たちでした！

キラキラ不思議なおりがみで楽しく学ぼう色々なカタチ

～第四回　タクマ先生　編～

放課後スペース viva! の先生・タクマ先生こと田邉　琢真

を徹底解析！さまざまなデータから何が見えて来るのか？

タクマ先生（田邉　琢真）
大学で町作りや観光などを勉強中。
２０１６年から東淀川区のイベントにス
タッフとして参加。
現在は大学に通いながら「宿題カフェ」
のボランティア先生として活躍中。

中学・高校・大学で陸上競技をしており
鍛え上げられたふくらはぎの筋肉美は自
分でも見惚れるほどらしい。だが部活仲
間は認めていない模様。ちなみにviva
！運営委員のメンバーも認めていない。

明るくポジティブなハートの持ち主。どんな
ことでも失敗を恐れずにチャレンジできる。
仮に失敗したとしても、明るさが消えること
はなく、いつも笑顔でいられる。ちょっとは
落ち込めよと言いたくなるほどハートの打た
れ強さは最強クラス。ウケると思ってした話
が、摩擦のせいで発火の恐れがあるほどスベ
っても全く気にしない。おそらく陸上競技部
でのトレーニングで心の体幹が必要以上に鍛
えられたのではないかと推測される。

賑やかなことが大好きで、イベント・お
祭りがあると聞くとすぐに飛んでくる。
自分にできることがあれば何でもやろう
という行動力の高さには定評がある。し
かし、やる気スイッチがOFFになると、
何が何でも動かなくなる。「まぁ、美女が
来るなら話は別ですがね」と強めのドヤ
顔で語っていたが、当然のことながら、
誰も聞いていない。

本川　誠
東淀川区内で朝日新聞などを扱う株
式会社Snailtrack代表取締役。
２０１４年から６０歳以上の区民の
お困りごとを解決する「いえサポ」
をスタート。「放課後スペースviva!
」の運営委員長。

陸上競技部に長く身を置いていたため、普通の人
なら乗り物を利用するような距離でも「これぐら
いなら歩けるやろ」と考えてしまう脳筋人間であ
る。普段着で歩いた最高距離は15㎞であるらし
い。自転車に乗る時は常に前傾姿勢で疾走し、電
車やバスを利用する時は座席に座っていると見せ
かけて空気椅子の状態でいるとかいないとか。

中井　まひる
株式会社ソレイユ代表取締役。「地
域が喜ぶことはなんでもする会社」
をコンセプトに東淀川区内で２つの
事業（リフォーム、福祉用具）を展
開。ひがよど祭り実行委員長。

武田　緑
一般社団法人コアプラス代表。東淀
川区出身。小学校教員や地域での子
ども向けプログラム開発などの経験
を経て、現在は教育関係者の支援事
業を展開している。


